
被災地における、発達障害の
ある人やご家族の生活には、
発達障害を知らない人には
理解しにくいさまざまな困難
があります。

そんなとき、発達障害児・者
への対応について少しでも理
解して対応できると、本人も
周囲のみんなも助かります。

災害時の

発達障害児・者

支援について

子どもは、他人に起こったことでも自分のこと

のように感じることがあります。さらに発達障

害がある場合には、想定以上の恐怖体験になっ

てしまうこともあります。

  子どもには災害のテレビ映像などを見せずに、

別のことで時間を過ごせるような工夫をするこ

とが必要です。

災害を経験した子どもは、災害前には自分ひと

りでできていたこともしなくなったり、興奮し

すぎてしまうことがあります。

  発達障害がある場合でも、基本的には子ども

の甘えを受け入れてあげるのがよいでしょう。

叱ったりせず、おだやかな言葉かけをしながら、

少しずつ子どもが安心できるようにすることが

大切です。

★

★

発達障害者支援センター　

　岩手県　019-601-2115 ( 月～金　9:00 ～ 17:00)

　宮城県　022-376-5306 ( 月～木、土　9:00 ～ 16:30)

　仙台市　022-375-0110 ( 月～金　8:30 ～ 17:00)

　福島県　024-951-0352 ( 月～金　8:30 ～ 17:00)

障害児･知的障害･発達障害者関係団体

災害対策連絡協議会現地対策本部　

 ( 受付時間　8:00 ～ 20:00)

　岩手県　090-5351-3780
　宮城県　090-2909-4066 ／ 090-2909-3965
　福島県　080-1859-3844

災害の影響で子どもと家族が離れられな

くなる場合や、避難所の中で理解者が得

られない場合などに、家族のストレスは

高まります。

本人の支援を一番長い時間担当する、家

族のサポートを迅速に行うことは効率的

といえます。

★

ご家族のかたへご家族のかたへ

相談窓口相談窓口

家族の状態を確認しましょう

家族への

サポート

配給や買い物、役所や銀行などの手続きに行け

ずに困っている場合

水や食料、毛布などの配給時に、ずっと待って

いられないで騒いでしまう子どもがいた場合

家族の代わりに子どもの相手をしたり、発

達障害の特性を家族の了解のもとで周囲の

人たちに説明していただくと、家族はたい

へん助かります。

■

■

発達障害のある人は、ひとりひとりの健康

状態や、ストレスの蓄積につながる状況な

どがさまざまで、対応方法が見つけにくい

ことがあります。個別的な配慮が必要にな

る場合は、周囲に本人をよく知っている人

がいるか、その人は対応に協力してもらえ

そうかを確認しておく必要があります。

★

対応に協力してくれる人が
　周囲にいるか確認しましょう

2011.4.25

協力者の

確認

http://www.rehab.go.jp/ddis/


